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教育DX：ハイブリッドeDX教室・Agora
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空調（室内機・室外機）制御
• センサー：温湿度、人感、電力量計
• 予測：室内環境（温度・湿度）の予測をもって行う。

換気制御
• センサー：CO2、温湿度、人感、ネットワークカメラ
• 予測：CO2濃度を元に10分後のCO2濃度を計測する。

照明制御
• センサー：CO2、温湿度、人感、ネットワークカメラ

機械学習による制御・予測運転

10分後…
CO2度：???ppm
温度：??.?℃
湿度：??.?%
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空調制御：省エネ

室内環境または10分後の室内環境予測が閾値内の時には抑制制御を行う（省エ
ネ）、閾値を超過した場合は一時的に抑制制御を取りやめ（OFFにする）室内環
境の悪化を防止する。

• 冷房時動作例
• 10 分後の予測室温＞（冷房）目標温度・・・設定温度を下げる、抑制時間

を小さくする。
• 10 分後の予測室温＜（冷房）目標温度・・・設定温度を上げる、抑制時

空調機器

制御機器

温度センサー

制御サーバ
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換気制御：C02濃度管理

CO2濃度と人感センサーの結果から、基準値（1,000ppmを想定）を超える場合
に換気量が増えるように自動調整を行う。

• 10分後の予測CO2濃度が基準値を超過する場合
• 過去データの学修結果から、予測CO2濃度が基準値を超えることが見込ま
れる時間帯（例：水曜2限・3限の時間帯など）

• 人感センサーでヒトを検知しないエリア。
（参考）VAV （variable air volume system」）：可変風量を実現する機器、
広義ではダンパー呼ばれる。室内負荷（温度差）等に応じて空調ダクトに流れる風の速
さをセンサーで測り送風量を変化させ、ダンパーの羽根を開閉させて風量を調整し、冷暖
房能力をコントロールする空調方式です。

空調機器

制御機器
CO2センサー

制御サーバ

濃
度
抑
制
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照明：学修環境制御、省エネ、CO2注意喚起

無人エリアの制御：5分以上人感センサーの検知がなければエコ照明に変更、検知
した場合にはデフォルト照明に戻す。
学修形態による制御：カメラ画像を元に、個人学修、PC利用、ディスカッション・グ
ループ学修に対応して照明シーンを自動変更する。
CO2濃度による制御：CO2濃度が1,000ppm以上の場合に、複数シーンを交互
に出力することで利用者に注意喚起を行う（1,000ppm以下に戻るとデフォルト照
明に戻す）。

空調機器 制御機器

NWカメラ

制御サーバ

学修状況に応じて最適化
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以下の項目についてデータ等を可視化するツールを用意する（赤字は新規項目）
データは図書館内Windowsサーバにテキスト形式で蓄積

• センサ配置図
• 3階
• 2階
• 2階 Agora
• 1階

• CO2濃度分布
• 3階
• 2階
• 2階 Agora
• 1階

• Agora
• 温度分布
• エアコン制御状況
• CO2濃度分布
• 換気制御状況
• 照度分布
• 調光・調色制御状況
• 混雑度
• エアコン・照明電力量

（調整中）利用者向け可視化ツール

（サンプル画面）



©2021 The University of Electro-Communications

南先生

共創進化・AIX

柏木先生

西9

横川先生

Observatory

図書館

Agora

データ：研究への利活用

• 取得したデータ制御に関す
る情報は南先生に提供する
予定。

• MQTT。

• AVEVA社製Pi Systemを
運用、タイムスタンプの自動
調整機能が特色。

• APIでデータを取得を提供す
る方法で調整。

• SII社製Node Loggerを
経由して横川先生・Pi
Systemにデータ提供。

• 南先生にも同様にデータを
提供する予定。

• データ・制御プラットフォームを
構築中。

学内で進行する各種プロジェクトと連携し、主にセンシングデータの共有を行う。
（以下、学内プロジェクトの関連図）
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施設設備：研究への利活用

空調
集中コントローラに対する
IPアドレス・BACnetパラ
メータ設定

換気
インバーターに対するIPア
ドレス設定

照明
DALIコントローラに対す
る制御用PW設定

空調・換気・照明の各機器は、学内ネットワークに接続され、プログラムにより制御を
行っている。
学内での研究への利活用の試みとして、南先生が開発中のプラットフォームにより、図
書館の運用に支障のない形で試験的に制御を行う予定である。
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図書館、Agoraの皆さまのご利用をお待ちしております。
• 学内イベント・学会等でのご利用についてのご相談等
• データ等の利用について
各種利用フォーム https://aia.lib.uec.ac.jp/#consultation

https://aia.lib.uec.ac.jp/#consultation

